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あなたは誰かと話しをする時、相手の聴く態度が良くないために、話す意欲を無くしてしまうことはありませんか？会話をする時、聴き手がしっかり自分の話を受け止めてくれると、話し手はとても話しやすく、会話が長く続き、良いコミュニケーションが生まれます。逆に聴く態度が良くないと、話し手は会話を続ける意欲を失い、短い会話しか成り立ちません。

また、態度だけでなく、「相手の気持ちも受け止めよう」と心掛けて聴くと、相手はさらに話しやすくなります。相手の気持ちは言葉に表現されている時もあれば、言葉の背後に隠れていることもあります。その隠れた気持ちまで受け止めることができたら、「良い聴き方」ができていると言えるでしょう。このワークで｢良い聴き方」を練習して、より良いコミュニケーションを心がけましょう。


今から、担任と副担任の先生で会話をします。副担任の先生が担任の先生に話をしますが、最初は担任の先生は、良くない聴き方で聴きます。どこが悪いのかを下の枠内にメモしましょう。

　
今度は、担任の先生は、良い聴き方で聴きます。どんな点が良いのかを下の枠内にメモしましょう。


「良い聴き方」「良くない聴き方」とはどんな聴き方なのか、話し合いましょう。
　　　　　　　　　
　　　　　

　　　　　　

1 2人組になりましょう。

2 相手の人に「最近気になっていること」について３分間、話しをします。

話す内容を下に書きしましょう。


3 始めに、黒板に向かって右側の人が左側の人に上のテーマで話しをします。
左側の人は、1回目は、良くない聴き方で相手の話を聴いてください。

4 交代します。

5 ２回目は、左側の人は、良い聴き方で相手の話を聴いてください。

6 交代します。

7 あなたが感じたこと、感情の動きを下の枠内に書き、全員で意見交換してみましょう。



8 自分の聴き方で直した方がよいと思うところを書きましょう。


9 今日の感想を書きましょう。
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５　コミュニケーション力（聴く力）基礎編


良い聴き方を身に付けよう





１　観察しよう

















２　話し合おう








　　





　・相手の話に興味・関心を持つ


　・適度に目を見る


　・体を相手に向ける


　・うなずく


　・あいづちをうつ


　・適切な質問をする


　・不要な動作をしない（時計を見るなど）





　　





　　・相手の話に興味・関心を持たない


　・目を見ない、目を反らす


　・足を組む、腕組みをする、肘を机につく


　・話に集中せず何かをやりながら聴く


　・話をさえぎる（最後まで聴かない）


　・別の話をし始める、話題を変える


　・無表情


・時間を気にする


・相手の話を否定する（それがどうしたん。そらあかんやろ。それおかしいやろ）
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３　体験！良い聴き方で聴いてもらった時、良くない聴き方で聴いてもらった時
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あなたが話す内容（メモ書きでＯＫ）　　　例：部活の練習がだらけてしまう





良くない聴き方をされた時はどんな気持ちでしたか？





良い聴き方をされた時はどんな気持ちでしたか？
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